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　分析する作品は、19 世紀から 20 世紀初頭に発表されたアメリカ、フランス、日本の小説で、順に、ナサ
ニエル・ホーソーン（1804─1864 年）の『緋文字』（1850 年）、ギュスターヴ・フローベール（1821─1880 年）













紀から 20 世紀初頭の日仏米三国の社会的共通性をも反映している。以下、第 1 章において、三テクストの
構造を分析し、互いに縁もゆかりもなく、影響関係も薄いとみられる三つのテクストがいかに多くの技法上


















































































































































































































































































































































































　『こころ』の K も自殺する。彼もまた告白しない。遺書には自殺の真の理由は書かれていない（こ p.304）。
告白の欠如は、先生を安堵させるが、同時に、先生のみならず世間にも不可解な思いを抱かせる。20 世紀
初頭の日本社会においては、その死は動機を欠いているように見え、ある新聞は「K が気が狂って自殺した
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